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日本
にほん

のいま 

～いまどきの若者
わかもの

～ 
近 頃

ちかごろ

よく耳

みみ

にする「 草 食

そうしょく

系

けい

男子

だんし

」。みなさんはこの意味

い み

を知

し

っていますか？ 一 般 的

いっぱんてき

に、「家庭的

かていてき

で優

やさ

しいけれど、恋 愛

れんあい

には

消 極 的

しょうきょくてき

な 2 0
にじゅう

代

だい

の男 性

だんせい

」のことを呼

よ

ぶそうです。このタイプ

た い ぷ

は、外

そと

よりも家

いえ

が好

す

き、仕 事 中

しごとちゅう

にはお菓子

か し

を欠

か

かさない、繊 細

せんさい

である

等

など

と一 見 女性

いっけんじょせい

らしさを感
かん

じさせますが、意外

いがい

に女 性

じょせい

にもてるそうです。 

さらに、仕事

しごと

を終

お

えたら職 場

しょくば

の 同 僚

どうりょう

や友 人

ゆうじん

と飲

の

みに行

い

くこともなく、家

いえ

に帰

かえ

って自分

じぶん

の時間

じかん

を過

す

ごしたり、デ

で

ー

ー

ト

と

や女 性

じょせい

を 喜

よろこ

ばせ

るために無駄

む だ

遣

づか

いをせず貯 蓄

ちょちく

に精

せい

を出

だ

したりといった、地味

じ み

で堅 実

けんじつ

なライフスタイル

ら い ふ す た い る

を送

おく

る傾 向

けいこう

があり、この不況時代

ふきょうじだい

を 象 徴

しょうちょう

して

いるかのようです。 

また、一 般

いっぱん

の男 性

だんせい

社 会 人

しゃかいじん

の中

なか

には食 費

しょくひ

を節 約

せつやく

するために、お弁 当

べんとう

を持参

じさん

する「お弁 当

べんとう

男子

だんし

」なるものが 登 場

とうじょう

し、愛 妻 弁当

あいさいべんとう

では

なく自分

じぶん

でお弁 当

べんとう

を作

つく

る人
ひと

も増

ふ

えているそうです。 
Today’s Japan 

Young People Today 
These days, we often hear the term “soshokukei danshi (“grass-eating boys”).” Do you know what it means? This term 

in general refers to men in their twenties who are gentle and good around the house, but passive when it comes to 
romance. This type of man would rather stay home than go out, can’t do without sweets while working, and is quite 
sensitive. The first impression they make is of being feminine. However, this type of man is apparently unexpectedly 
popular with women. 

What’s more, the “grass-eating” type tends to have a simple and frugal lifestyle. After work, he heads home and spends 
his time doing his own thing rather than going out drinking with friends and work colleagues, and he makes an effort to 
save rather than spending his money on dates and on pleasing women. He could almost be a symbol of the current 
recession. 

Another new type who has made his appearance among working men is the “obento danshi,” who takes a bento to work 
in order to save on food expenses. It seems that, in the absence of a doting wife to make it for them, more and more men 
are making their own bento. 
 
 

ことばの歳時記
さ い じ き

 

～ 6
ろく

月
がつ

の季語
き ご

～ 

日本

にほん

では、 6
ろく

月

がつ

と 1 0
じゅう

月

がつ

に学 生

がくせい

や企 業

きぎょう

の制 服

せいふく

（夏 服

なつふく

・冬 服

ふゆふく

）を変 更

へんこう

する「衣 替

ころもが

え（ころもがえ）」が 行

おこな

われることが多

おお

く、春

はる

か

ら夏

なつ

へ、また秋

あき

から冬

ふゆ

へという季節

きせつ

の移

うつ

り変

か

わりを視覚

しかく

で感

かん

じることができます。 

毎 年

まいとし

旧 暦

きゅうれき

6
ろく

月

がつ

を「水

み

無月

なづき

（みなづき）」と呼

よ

び、現 在

げんざい

では新 暦

しんれき

6
ろく

月

がつ

の別 名

べつめい

としても用

もち

いています。水無月

みなづき

の由来

ゆらい

には諸 説

しょせつ

があり、

文字通

もじどお

り梅雨

つ ゆ

が明

あ

けて水

みず

が涸

か

れてなくなる月

つき

であると 解 釈

かいしゃく

されることが多

おお

いですが、 逆

ぎゃく

に、田植

たうえ

が終

お

わって田

た

んぼに水

みず

を張

は

る必 要

ひつよう

の

ある月

つき

「水 張

みずはり

月

づき

（みずはりづき）」「水 月

みなづき

（みなづき）」であるとする説

せつ

も 有 力

ゆうりょく

です。 

ヨーロッパ

よ ー ろ っ ぱ

には、6
ろく

月

がつ

に結 婚

けっこん

した花 嫁

はなよめ

は 幸

しあわ

せになれるという言

い

い伝

つた

えがあり、6
ろく

月

がつ

に結 婚 式

けっこんしき

を挙

あ

げる花 嫁

はなよめ

をジュ

じ ゅ

ー

ー

ン

ん

・ブライド

ぶ ら い ど

（ 6
ろく

月

がつ

の花 嫁

はなよめ

）と呼

よ

んでいます。この時期

じ き

のヨーロッパ

よ ー ろ っ ぱ

は、 1
いち

年 中

ねんじゅう

で 最

もっと

も雨

あめ

が少

すく

なく良

よ

いお天気

てんき

が続

つづ

くこともあり、結 婚 式

けっこんしき

を挙

あ

げる

カップル

か っ ぷ る

が多

おお

いというのもうなずけます。 

しとしとと雨

あめ

の続

つづ

く「梅雨

つ ゆ

（つゆ）」の時期

じ き

にあたる日本

にほん

の 6
ろく

月

がつ

は、結 婚 式

けっこんしき

には向

む

かない月

つき

とは言

い

うものの、やはりジュ

じ ゅ

ー

ー

ン

ん

・ブライド

ぶ ら い ど

に 憧

あこが

れている人

ひと

も少

すく

なくなく、比較的安定

ひかくてきあんてい

した晴

は

れの日

ひ

が続

つづ

く 1 0
じゅう

月

がつ

に次

つ

いで、結 婚 式

けっこんしき

の多

おお

い月

つき

だそうです。 
 

A Calendar of Words  
Seasonal Words for June 

In Japan, it is often the case that in June and October, schools and businesses will engage in koromogae. This means that 
they change from winter to summer uniforms and vice versa. Because of this, you can actually see the transition from 
spring to summer and from fall to winter. 
The sixth month of the year in Japan’s old calendar was called Minazuki, and this term is still used as a name for the 
sixth month in the modern calendar. There are a variety of explanations on the origin of the name Minazuki. One common 
explanation is that, as the kanji in the word imply, the sixth month is the month in which the rainy season ends and there 
is no more water. However, another explanation is that Minazuki comes from Mizuharizuki, a name which refers to the 
fact that the sixth month is the month in which the rice planting is completed, and the rice fields are flooded with water.
In Europe, there is a saying that women who marry in June will be happy, and women who have their wedding 
ceremonies in June are called “June brides.” June in Europe is the month with the lowest rainfall and the longest 
continuous periods of good weather, and so it is no wonder that a lot of couples get married in this month. 
Japan’s tsuyu (rainy season), when it rains continuously, falls in June, and so the month is not really suited for weddings. 
However, there are a lot of women who want to be June brides, and June is apparently second only to October, when fine 
weather continues for comparatively long stretches, as the month in which the most people get married.  




